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二
古
町
長
の
退
任
に
伴
う
後
任
の
長

浜
町
長
選
挙
の
投
票
が
、
九
月
十
六
臼

に
行
わ
れ
、
即
日
開
票
さ
れ
た
結
果
、

西
国
洋
一
さ
ん
(
三
二
・
下
須
戒
)
が
五

千
七
十
-
一
票
を
獲
得
し
て
初
当
選
、
県
内

最
年
少
の
新
町
長
に
決
ま
り
ま
し
た
。

一
西
田
新
町
長
略
歴
}
大
洲
青
年
会
議

所
専
務
理
事
、
元
西
出
興
産
役
員
、
元

田
氏

伊
予
資
材
会
社
社
長
、
慶
応
大
卒

ド
須
戒--.... 

ιE圃

あ
しも

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
で

は
、
益
々
こ
清
祥
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

先
般
行
わ
れ
ま
し
た
長
浜
町
長

選
挙
に
わ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

そ
の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
立
派
な

成
績
で
も
っ
て
当
選
を
さ
せ
て
項

き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
二
宮
重
憲
前
町
長
の
ご

意
志
を
引
継
ぎ
積
極
的
な
町
民
参

加
の
行
政
の
も
と
に
「
楽
し
く
住

み
よ
い
町
守
つ
く
り
」
「
豊
か
で
働

き
が
い
の
あ
る
町
づ
く
り
」
「
美

し
い
人
情
と
文
化
の
町
守
つ
く
り
」

を
目
指
し
て
、
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で

ゆ
く
覚
悟
で
す
。

現
在
の
長
浜
町
は
、
多
く
の
大

切
な
課
題
を
抱
え
て
わ
り
、
行
政

の
責
任
も
重
大
で
あ
る
と
認
識
を

致
し
て
お
り
ま
す
。
当
面
す
る
行
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さ
西
つ
田

洋

政
の
課
題
と
し
て
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
水
産
業
の
育
成
発
展
、
伝
統
あ
る

地
場
産
業
の
育
成
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
的

存
在
で
あ
る
商
庖
街
の
活
性
化
、
人
守
つ

く
り
教
育
の
充
実
、
心
の
通
っ
た
福
祉
、

町
の
活
力
源
と
も
い
う
べ
き
若
い
力
の

堀
り
起
し
と
次
代
を
担
う
後
継
者
の
養

成
、
信
頼
さ
れ
る
明
る
い
町
役
場
ゃ
つ
く

り
等
に
官
民
一
体
と
な
っ
て
早
急
に
取

り
組
ん
で
ゆ
き
ま
す
。
ま
た
、
き
た
る

べ
く
訂
世
紀
へ
の
準
備
と
し
て
、
一
雇
i

用

の
確
保
を
図
る
第
二
次
臨
海
工
業
開
発

事
業
の
成
功
、
潤
い
の
あ
る
町
民
の
生

活
を
目
指
す
第
三
次
開
発
事
業
の
早
期

着
工
、
き
た
る
べ
く
高
速
道
時
代
に
備

え
て
の
道
路
網
の
整
備
に
努
力
し
て
ゆ

き
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

す
ば
ら
し
い
郷
土
づ
く
り
に
遁
進
し
て

ゆ
く
覚
悟
で
す
の
で
今
後
共
、
ご
指
導

ご
鞭
撞
を
お
願
い
し
ま
し
て
、
ご
あ
い

さ
つ
と
致
し
ま
す
。
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投
票
者
総
数
は
七
千
八
百
八
十
三
人
、

投
票
率
は
八
六
二
二
三
%
(
前
回
昭
和
四

十
九
年
九
三
・
四
七
%
}
棄
権
者
は
千
二

百
四
十
八
人
で
し
た
。

初
当
選
の
西
田
さ
ん
は
、
西
田
代
議

士
の
長
男
で
、
「
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
若
い
人
の
考
え
を
取

り
入
れ
、
活
力
あ
る
町
ゃ
つ
く
り
に
努
め

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

十

一
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
る

投
票
率
八
六
@
一
一
一
一
ニ
覧

任
期
満
了
に
伴
う
長
浜
町
長
選
挙
は

九
月
十
一
日
告
示
さ
れ
、
十
六
日
十
二

年
ぶ
り
に
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
町
体

町長選挙結果。 JIIの生熊調査

結果

西田洋一

頼永一夫

票

5，072票

開

選

点
当

次

育
館
で
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
開
票
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
有
権
者
は
九
千
百
三
十
一
人
で

2，540票

今回(61.9.16)前回(49.9.25)

有権者数 9，131人 9，727人

投票者数 7，883人 9，092人

有効票 7，612票 9，062票

無効票 271票 28票

投票率 86.33% 93固47%

長浜町長選挙投票結果
投票区 i空目リ当日有権者数 投票者数投票率

第 1投票区
男 5.82 45 91 78.87 

(長浜町体育館)
女 719 62 31 86.65 
言t 1.301 1.082 83.17 

串 2投票区 ~ 578 478 82.70 

(長浜小学校; 女 731 636 87.00 
何十 1.309 1，114 85.10 

第(青3島投集票会所区) 
男 40 35 1 87.50 
女 54 481 88.89 

94 831 88.30 

第(今4坊投隣保票館区) 
男 226 196 86.73 
女 255 220 86.27 
言十 481 416 86.49 

第(晴5海投集会票所区) 
男 151 127 84.11 
女 173 147 84.97 

戸十 324 274 84.57 

第 6投票区 男 308 251 81.49 

(櫛生隣保館) 女 361 310 85.87 
669 561 83.86 

第 7投票区 男 65 63 96.92 

(須沢公民館) 女 73 70 95.89 

ロ十 138 133 96.38 

第 8投票区 男 403 307 76.18 

(1自J齢者コミュ 女 456 391 85.75 
ニテイ七/タ ) 859 698 81.26 

第 9投票区 男 281 236 83.99 

(出海小学校) 女 326 283 86.81 
言十 607 519 85.50 

第10投票区 男 525 468 89.14 

(大和公民館) 女 593 538 90.73 
員十 1，118 1，006 89.98 

第11投票区 男 299 271 90.64 

(豊茂公民館) 女 335 310 92.54 
言十 634 581 91.64 

第12投票区 男 397 348 87.66 

(白j竜公民館) 女 502 453 90.24 

ロ十 899 801 89.10 

第13投票l孟 男 122 108 88.52 

(戒)11小学校) 女 115 108 93.91 
員十 237 216 91.14 

第 14投票区 男 220 191 86.82 

(柴小学校) 女 241 208 86.31 
百十 461 399 86.55 
男 4，197 3.538 84.30 

言{ 女 4，934 4，345 88.06 
9，131 7，883 86.33 

水
辺
教
室
大
和
小

を

開票にあたる事務従事者

大
和
小
学
校
(
松
岡
忠

雄
校
長
)
の
五
、
六
年
生

三
十
人
が
、
七
月
二
十
一

日
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い

る
周
辺
の
川
に
い
る
生
物

や
植
物
の
様
子
を
観
察
し
、

川
の
汚
れ
具
合
を
調
べ
て

み
よ
う
と
い
う
「
水
辺
教

室
」
が
大
和
川
下
流
で
開

か
れ
、
ふ
る
さ
と
の
自
然

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

水
辺
の
生
物
に
は
き
れ

い
な
水
を
好
む
も
の
と
汚

れ
た
水
に
強
い
も
の
が
あ
り
、
川
の
生

物
や
植
物
を
調
べ
る
こ
と
で
川
の
水
の

汚
れ
も
分
か
る
こ
と
か
ら
、
水
と
親
し

む
機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
、
河
川
の

水
質
を
把
握
し
、
今
後
の
河
川
浄
化
対

策
の
参
考
資
料
と
す
る
た
め
、
肱
川
を

き
れ
い
に
す
る
協
議
会
の
事
業
計
画
の

や櫨捕の生

一
つ
と
し
て
、
役
場
衛
生
課
の
協
力
を

得
て
聞
い
た
も
の
で
、
小
学
生
た
ち
は

学
校
近
く
の
大
和
川
へ
入
っ
て
生
物
な

ど
を
観
察
。

昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
四
ヶ
年
継
続

し
て
行
う
も
の
で
年
二
回
調
査
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生物を観察する大和小の児童たち

一
丁
史
目
火
火
周
一
回
刊

ノ
イ
』
十

T
一言、
λ
F
l

行
政
相
談
所
の
開
設
|

総
務
庁
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を
広

く
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

十
月
十
二
日
か
ら
十
月
十
八
日
ま
で
を

「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
各
種
の
行

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
週
間
の
一
環
と
し
て
、
本
町
で

は
行
政
相
談
委
員
主
催
の
「
一
日
行
政

相
談
所
」
が
次
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま

す
の
で
皆
様
の
ご
利
用
を
お
す
す
め
し

ま
す
。一
日
行
政
相
談
日
程

o
m月
別

日

午

前

9
時
1
午
後
3
時

。
フ
イ
y
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
わ
、
本
町
の
行
政
相
談
委
員
は
兵

頭
信
男
さ
ん
(
長
浜
・
宮
臼
1
1
3
2
6
)

で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
の
範
囲
は
、
国
の
仕
事
を

は
じ
め
、
県
や
市
町
村
が
固
か
ら
委
任

さ
れ
た
り
、
補
助
金
を
受
け
て
行
っ
て

い
る
仕
事
に
つ
い
て
苦
情
、
要
望
、
意

見
等
を
取
り
抜
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

建
設
業
を
営
む
皆
さ
ん
、
建
設
現
場
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み下

ん一
簿者福
理で、?更

宇事j
一用
見
ーし

存

を

イ

国
鉄
四
国
総
局
は
、
卜
一
月
一
一
い
か

A
の
ダ
イ
ヤ
改
正
念
別
表
の
よ
う
に
発

表
し
ま

L
た。

こ
の
こ
と
い
つ
い
て
は
、
国
鉄
千
読

本
線
対
策
協
議
会
(
大
洲
市
、
長
浜
町
、

双
海
町
、
保
山
町
)
が
現
行
の
ダ
イ
ヤ

(
一
二
月
二
日
改
正
)
で
は
、
通
勤
、
述

山
一
子
手
利
用
上
極
必
て
不
便
な
の
で
、
四

円
山
降
再
三
、
そ
の
増
便
と
利
用
し
易

い
ダ
イ
ヤ
と
な
る
よ
う
陳
情
し
て
き
ま

一一一一ヤ改正由羽一一一一一 戸田国鉄

国鉄予讃本線(海岸線)時剖表(改正)

実施

行 先 八幡浜発 っそ洲発 円滝発 出石発 長浜発 喜多i難発 松山着 術者

松 山 5: 30 5 : 57 6: 18 6 : 24 6 : 30 6: 38 7 :47 

伊子北条 6: 20 6 :47 7: 09 7 : 15 7: 21 7: 32 8: 31 

松 山 8: 21 8 :41 8 :47 8 :"お 9 : 05 10:05 増{更

Lil 9: 53 10:12 HJ:l7 1(J: 28 10: 35 11: 30 

松 111 11:10 11: 28 1l:31 11: 39 11: 47 12:43 増{更

宇ぶ 山 12:09 12:32 12:50 12目55 13: 01 13: 08 14: 13 

松 山 13: 20 13:44 J4:06 14: 12 14: 17 14:25 15:38 増{更l

松 山 14:33 14:59 15 :17 15:22 15:28 15:35 16:25 

松 山 16:17 16:44 17:09 17:14 17:20 17:27 18:35 

松 山 18:09 18:19 19: 11 19: 16 19:ヰ乙 19:乙白 20:39 

必 山 19:18 20:04 20:25 乙0:31 己心:36 乙り:43 21:55 
J 

61.11. ] よ

し
た七
円
二
十
一
刊
に
も
西
田
代
議
土
に

協
力
取
っ
て
、
国
鉄
本
社
技
び
に
国
狭

間
回
総
局
ヘ
増
便
と
ダ
イ
ヤ
改
正
を
陳

情
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
陳
情
主
旨
え
十

分
別
解
し
て
も
-
り
い
、
別
表
の
よ
う
に

上
、
下
名
一
本
の
併
問
と
述
科
目
、
通
学
、

通
川
等
今
ま
で
L

P

り
も
内
用
し
易
い
時

刻
改
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

L

た
。
(
上
り
一
便
は
防
止
)

今
後
は
、
来
年
同
月
に
実
施
予
定
の

分
割
、
民
話
化
後
も
海
岸
線
の
存
続
に
、

川
と
し
て
も
偵
力
に
対
処
し
た
い
レ
J

一考

え
で
い
ま
す
。

告
さ
人
も
、
遇
動
、
通
学
、
通
院
を

は
じ
め
、
社
山
及
び
家
波
旅
行
等
で
町

外
へ
お
出
か
け
の
と
き
は
、
ぜ
ひ
国
鉄

を
利
用
し
て
頂
き
、
川
唱
附
さ
れ
た
海
岸

線
の
存
続
運
動
に
宿
一
極
的
な
ど
協
力
を

わ
願
い
し
ま
ず
。

「
海
岸
緯
守
れ
我
が
町
我
が
暮
ら
し
」

「
あ
な
た
で
す
海
岸
棋
を
守
る
の
は
」

行 先松山発喜多灘発長浜発出石発白滝 Jjt 大川発八幡浜発備考

宇和島 一一← ー- 6:05 6:11 628 652 l-l 
宇和島 6 : 26 I 7: 16 I 7: 32 I 7: 37 I 7: 43 I 801 

伊予大洲 7 : 57 I 8: 48 I 8: 57 I 9: 02 I ¥): 08 I 9: 26 

伊予大訓'11 9: 20 1 10: 18 I 10・27 I 10・32 I 10: 3~ I 10:日 増便

伊子大洲 12:49 I 13:36 I 13:54 I 13:59 I 14:05 I 14:22 I -一- 1 

宇和島 H:17 I 15:16 I 15:30 I 15:39 I 15:41 I 16:01 I lfi:26 

宇和島 15:49 1 16:49 I 16:57 1 lT02 I 17:08 I 17・25 I 17: 51 
ー-←一一一ー トーー

八幡浜 17:00 I 18:02 I 18:11 I 18:17 I 18:23 i 18:44 I 19:14 I I 
八幡浜 17: 59 I 18: 52 I 18・59 I 19:05 I 19:13 I 19:29 I 19:53 

八幡浜 19・03 I 20:04 I 20:13 20:18 I 20:24 I 20:43 I 21・07 11M便

イ7干予長ィ兵 20:20 I 21:19 I 21:27 一一← 一一一 ←一一

{予予長浜 21:37 I 22:33 I 22・41 I 22:46 I 22:5三 23:ω 一一一

下

で
働
く
皆
さ
ん
、
国
が
作
っ
た
「
建
設

業
退
職
全
共
済
制
度
」
を
ご
存
知
で
す

ふ
ハ
日

こ
の
制
度
湾
、
昭
和
二
一
十
九
年
に
中

小
企
業
退
峨
金
共
済
法
に
よ
り
作
ら
れ

た
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
の
特
色
は
、

一
般
の
退
職
金
の
よ
う
に
労
働
者
い
か
事

業
所
を
や
め
た
時
支
払
わ
れ
合
退
職
金

で
な
く
、
建
設
業
と
い
う
一
つ
の
業
種

の
中
で
働
く
恥
り
、
事
業
所
に
雇
用
さ

れ
た
期
間
同
全
一
部
を
通
算
し
で
巡
職
金
を

支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ぽ
建
設
業
界
ぐ

る
み
の
退
職
金
制
度
で
す
。

退
職
金
は
、
国
の
制
度
で
す
か
ら
、

確
実
、
安
全
で
あ
り
、
橋
め
て
有
利
な

利
凹
り
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
ノ
王
国
で
十
二
万
の
事
業
主
、

百
ペ
十
三
万
人
の
労
働
者
が
こ
の
制
度

に
加
入
し
、
退
職
金
の
棋
立
て
が
行
わ

れ
、
す
ご
に
-
一
一
十
λ
万
人
の
労
働
者
が

退
職
金
を
受
け
取
り
、
そ
の
額
は
六
百

億
円
を
超
え
て
い
ま
す
一

詳
し
い
こ
と
は
、
松
山
市
今
一
番
町
四

1

四
1

四

愛

媛

県

建

設

会

館

内

建

退
共
松
山
支
部
(
倉

0
8
9
9
必
i
5

3
2
4
)
へ
お
問
い
A
U
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
生
か
す
経
験

ひ
ろ
が
る
一
雇
用

高
齢
者
雇
用
促
進
月
間

叩
月

1
日
1
引
日

雇
用
援
護
制
度
に
墓
づ
き
事
業
主
な

ら
び
に
高
年
齢
者
の
皆
き
ん
の
、
雇
用

に
閲
す
る
相
淡
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

あ
気
軽
に
む
こ
し
く
だ
さ
い
。

大
川
公
共
職
業
安
定
所
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知
っ
て
お
き
た
い

土
地
取
引
の
正
し
い
知
識

国
土
利
用
計
画
法

国
土
利
用
計
画
法
と
土
地
取
引
の
規

晶
巾

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
に
施
行
さ
れ

た
国
土
利
用
計
画
法
と
い
う
法
律
に
よ

っ
て
、
一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
売
買
、

交
換
、
代
物
弁
済
(
例
え
ば
金
銭
の
代

わ
り
に
土
地
で
支
払
い
を
す
る
場
合
)
、

地
上
権
の
設
定
、
賃
貸
契
約
を
行
う
場

合
に
、
土
地
取
引
き
を
行
う
両
当
事
者

(
売
買
の
場
合
は
売
り
主
と
買
い
主
)

は
、
取
引
の
対
象
と
な
る
土
地
の
あ
る

市
町
村
の
長
を
通
じ
て
、
県
知
事
に
届

出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

-識ですコンニチハ@お知らせ

届
出
を
必
要
と
す
る

土
地
の
面
積

唖
市
街
化
区
域
二
千
平
方

M
以
上

嘩
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域
五
千
平

方
以
以
上

唖
そ
の
他
の
区
域
|
一
万
平
方

M
以
上

提
出
書
類

骨
届
出
書

唖
縮
尺
五
万
分
の
一
以
上
の
地
形
図

@
周
辺
の
状
況
が
判
断
で
き
る
図
面

罰
則

届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
届

ji論議す..立
松浦達也ちゃん

本
を
み
て
、
画
数
な
ど
を
調
べ
て
達
也
と
つ
け
ま
し
た
。

自
分
の
意
志
を
し
っ
か
り
持
ち
、
元
気
で
強
い
思
い
や
り

の
あ
る
男
の
子
に
育
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
お
姉
ち

ゃ
ん
が
二
人
な
の
で
少
し
ム
お
と
な
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ

う
で
す
が
、
最
近
わ
ん
ぱ
く
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

(父

l
松
浦
正
夫
さ
ん
お
歳
・
母

1
清
子
さ
ん
お
歳
)
1
 

4
4
 

宇
品生口URU

 
月ハυ

1
E
i
 
年ハU

ハ
h
u

n
H
H
 

干

f
刀
口
円

H
H

(今坊)

言主

出
を
し
て
契
約
を
し
た
者
は
六
ヶ
月
以

下
の
懲
役
、
ま
た
は
三
十
万
円
以
下
の

罰
金
。
ま
た
、
届
出
を
し
て
か
ら
六
週

間
以
内
に
契
約
を
し
た
者
は
、
二
十
万

円
以
下
の
罰
金
を
科
せ
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
建
設
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
発
行
為
を
す
る
場
合

知
事
の
許
可
を
得
て

都
市
計
画
区
域
内
で
開
発
行
為
を
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
都
市
計
画
法
に

よ
っ
て
、
事
前
に
知
事
の
許
可
が
必
要

で
す
。開
発
行
為
と
は
、
建
築
物
や
工
作
物

の
建
築
を
目
的
で
行
う
土
地
の
区
画
形

質
の
変
更
、
い
わ
ゆ
る
土
地
造
成
を
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
が
、
許
可
の
必
要

な
も
の
は
次
の
も
の
で
す
。

①
市
街
化
区
域
内
で
は
、
千
平
方

M
以

上
の
行
為

@
市
街
化
調
整
区
域
内
で
は
、
農
業
、

林
業
、
漁
業
者
の
住
宅
お
よ
び
こ
れ
ら

の
業
の
た
め
の
建
築
物
等
以
外
で
一
定

用
途
の
目
的
に
供
す
る
開
発
行
為

①
前
記
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内
で
は

三
千
平
方
川
以
上
の
開
発
行
為

都
市
計
画
区
域
内
で
行
う
建
築
物
や

工
作
物
の
建
設
お
よ
び
開
発
行
為
を
す

る
場
合
に
は
い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
あ
り

ま
す
の
で
、
前
も
っ
て
県
庁
都
市
計
画

課
ま
た
は
そ
の
土
地
が
所
在
す
る
地
方

局
建
設
部
、
土
木
事
務
所
、
役
場
建
設

課
ヘ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
開
発
許
可
を
受
け
ず
に
開
発

行
為
を
行
っ
た
者
は
、
懲
役
ま
た
は
罰

金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

犬
の
危
験
勝
止
対
策
推
進
月
間

十
月
を
「
犬
の
危
害
防
止
対
策
推
進

月
間
」
と
し
て
、
犬
の
正
し
い
飼
い
方

を
啓
蒙
し
、
犬
に
よ
る
危
害
の
発
生
防

止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

犬
の
正
し
い
飼
い
方

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
次
の
こ
と

を
守
っ
て
下
さ
い
。

一
、
犬
は
、
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し

ょ
P
7
0
①
放
し
飼
い
は
、
人
に
危
害
を
加
え

た
り
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

②
岐
傷
事
故
の
多
く
は
、
飼
い
主
の

無
責
任
な
放
し
飼
い
が
原
因
で
す
。

③
運
動
を
さ
せ
る
と
き
も
、
犬
を
解

き
放
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

二
、
犬
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

ト

7
0①
飼
う
以
上
は
、
犬
の
習
性
を
理
解

し
、
愛
情
と
責
任
を
も
ち
、
家
族
の
一

員
と
し
て
終
生
愛
育
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

②
不
用
犬
は
買
い
上
げ
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
も
飼
い
続
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
買
い
上
げ
日
(
毎
月
第
四

火
曜
日
)
役
場
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
を
捨
て
る
こ
と
は
、
野
犬
を
増
や
す

も
と
に
な
り
、
人
に
危
害
を
加
え
る
原

因
に
な
り
ま
す
。

三
、
飼
い
犬
は
適
正
な
飼
育
管
理
を
し
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
心
配
り
を
し

ま
し
ょ
h
7
0

①
よ
い
し
つ
け
に
は
、
根
気
と
愛
情

が
必
要
で
す
。

②
犬
小
屋
及
び
そ
の
周
辺
は
い
つ
も

清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
汚
物
「
フ
ン
」
等
で
道
路
、
公
開

な
ど
公
共
の
場
所
を
汚
さ
な
い
よ
う
に

し
、
環
境
の
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

四
、
犬
に
は
表
示
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
犬
の
首
輪
に
は
、
犬
の
鑑
札
、
注

射
済
票
を
必
ず
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

②
門
戸
の
見
や
す
い
場
所
に
「
飼
い

犬
飼
育
管
理
の
証
」
(
犬
の
鑑
札
と
一
緒

に
渡
し
て
お
り
ま
す
。
)
を
掲
示
し
て
く

だ
さ
い
。

五
、
犬
の
登
録
(
鑑
札
)
と
狂
犬
病
予

防
注
射
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。
諸
外

国
で
は
、
狂
犬
病
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

①
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
は
、
毎

年
一
回
、
登
録
と
予
防
注
射
を
必
ず
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
、
受
け
て
い
な
い
方
は
、
登
録

は
市
町
村
役
場
へ
、
ま
た
、
予
防
注
射

は
最
寄
り
の
保
健
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

野
犬
掃
討

捕
獲
箱
や
薬
殺
な
ど
に
よ
る
野
犬
の

一
斉
掃
討
等
を
行
う
と
き
は
、
町
が
実

施
す
る
犬
の
危
険
防
止
対
策
事
業
に
協

力
し
、
野
犬
の
い
な
い
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

犬
飼
い
の
七
訓

①
安
易
な
気
持
ち
で
飼
う
な

②
運
動
、
散
歩
は
ヒ
モ
つ
き
で

③
「
フ
ン
」
の
始
末
は
飼
い
主
の
責
任

④
あ
な
た
に
は
愛
犬
で
も
、
他
人
に
は

邪
魔
も
の

⑤
可
愛
い
い
r
T
犬
も
、
末
に
は
猛
犬

⑥
安
易
な
同
情
、
犬
害
の
も
と

⑦
子
供
に
も
、
犬
の
正
し
い
飼
い
方
教

育
を
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盛田

直
亙

圃

し五冬
了戦
ら t愛
の図
面十

雲2i|
し数 櫛「ー「

1 2中雲閣
に里子議」ー」

.o.. 

室謹置霊塁塁塁率還塑隠匿撃

要
f
丁

逝
き
に

空軍盟霊塁塁歪盟

凶
川
チ
ツ
ル

A
7
も
な
は
ピ
ル
マ
の
土
に
眠
る
弟
終

戦
の
式
典
わ
れ
に
空
し
く渡
辺
仁
之
助

な
ぜ
歌
を
詠
む
の
か
そ
れ
は
我
な
り
に

生
き
し
証
を
残
さ
人
か
た
め
工
藤
春
子

還
暦
を
祝
ひ
て
集
ふ
ク
ラ
ス
会
故
に

踊
り
に
幼
き
日
か
へ
る
櫛
笥
日
目
チ

青
竹
を
井
桁
に
組
み
て
窓
々
に
朝
顔

の
箆
あ
ふ
れ
咲
き
を
川

谷

井

光

恵

子
奇
引
き
て
八
十
路
の
付
に
肱
川
の

花
火
見
せ
れ
ば
幼
な
子
の
ご
と

生
田
八
重
子

τ
の

ひ

ろ

っ

し

都
会
の
子
の
拾
ひ
し
落
ち
蝉
掌
に
現

世
の
短
か
き
生
命
を
話
す

3長浜文芸・家庭看護のABC.... ー叩間一冊A

月
タ
バ
コ
は
町
内
で
H

町
内
で
タ
バ
コ
を
買
っ
て
い
た

だ
い
た
お
か
げ
で
、
六
十
年
度
は

一
一
一
千
八
百
二
十
主
万
一
一
千
九
百
八

十
七
円
の
タ
バ
コ
消
費
税
が
町
の

台
所
に
入
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
タ
バ
コ
を
買
う
と

き
は
町
内
で
貿
っ
て
く
芝
さ
い
ネ
。

事璽軍密密室認罷

F
A
V
C両陛一

お
φ
a
v
一

d
u
Sゐ
!

れ

¥

4

，hf

議
防
ハ
イ
一
し

面
働
団
昨
閣
直

病
状
を
正
し
く

客
観
的
に
記
録
す
る

家
族
が
病
え
に
な
っ
た
ル
一
き
、
主
婦

が
看
設
に
当
た
る
こ
と
が
多
い
も
の
で

す
。
病
気
が
長
び
く
と
き
ば
、
そ
の
負

担
は
非
常
に
大
き
く
、
忙
し
い
家
事
の

か
た
わ
ら
で
看
護
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
病
状
の
変
化
な
ど
を

間
違
っ
て
覚
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
二
で
、
記

憶
速
い
を
防
ぐ
た

A
A
A

芝、、
J

F

、色
1
3
E
竪

め
に
、
看
護
臼
誌

E
ま
ザ
仁
〈
ヨ
4
4
3
R
h
t

品
u
i

汁
い
家
族
同
士
で
協
力
を

く
よ
う
に
し
ま
し

上下
7
0

大
字
ノ

l
ト
な
ど
に
体
温
、
食

事
、
薬
、
便
や
尿
の
状
態
、
そ
の
ほ
か

そ
れ
ま
で
と
変
わ
っ
た
こ
し
¥
気
の
つ

い
た
こ
と
を
書
い
て
お
き
ま
す
。

例
え
ば
お
な
か
が
痛
む
と
き
は
、
い

つ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
痛
む
の
か
な
ど

詳
し
く
記
録
し
て
お
き
ま
す
c

病
人
の

状
態
が
、
正
し
く
、
客
観
的
に
医
師
の

診
断
や
治
療
い
い
大
変
役
立
争
り
ま
す
c

日
誌
に
は
、
医
師
か
ら
の
指
示
も
章
聞

き
こ
め
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

看
護
日
誌
と
つ
き
あ
わ
せ
て
み
る
と
、

病
気
の
経
過
が
一
目
で
わ
か
り
ま
す
し
、

ほ
か
の
人
に
右
護
を
代
わ
っ
て
も
ら
う

と
き
に
も
、
間
違
い
が
起
こ
り
ま
せ
ん

手看日~I
際護 I;~I
よは鷹|
<言十一
画
的

病
気
に
か
か
る
と
、
体
だ
け
で
な
く

心
も
弱
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん

な
病
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
慰
め
、

励
ま
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
や
は
り

身
近
な
家
族
が
い
ち
ば
ん
で
す
。
し
か

し
、
病
気
が
長
び
く
と
、
看
護
者
も
疲

れ
、
よ
い
看
護
を
す
る
の
が
難
し
く
な

り
ま
す
。
病
人
の
心
身
両
面
に
行
矢
一
凶

い
た
看
議
を
す
る
に
以
、
行
き
あ
た
り

ば
っ
た
り
で
な
く
、
計
画
的
に
手
順
よ

く
仕
事
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
c

そ
こ
で
、
看
護
の
日
課
表
を
作
り
、

そ
れ
に
治
っ
て
ほ
話
を
す
る
と
い
う
ガ

法
は
い
か
が
で
し
ょ
?
か
。
一
日
の
予

定
が
決
ま
っ
て
い
る
と
、
病
人
の
そ
ば

に
看
護
者
が
釘
づ
け
い
い
な
る
こ
と
も
な

く
な
り
、
看
護
に
一
定
の
リ
ズ
ム
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
家
族
の
協
力
も
得
や

す
く
な
り
ま
す
。

長
び
〈
病
人
の
看
誌
は
主
婦
一
人
に

ま
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
家
庭
で
助
け

合
い
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
親
し
い
家
に
見
舞
い
に
行
っ
た
場

合
な
ど
は
、
買
物
な
ど
を
手
伝
っ
た
り
、

と
き
に
は
看
護
を
一
日
代
わ
っ
て
あ
げ

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
も
す
一
派

な
H
h
p

見
舞
口
問
U

で
す
。

看
護
す
る
側
で
も
、
遠
慮
せ
ず
に
好

意
を
受
け
、
休
息
や
気
分
転
持
な
ど
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

大

大

A
W

病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
万
一
か
か
っ
た
と
き
は

子
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
子
早
い
処

置
を
す
る
こ
と
が
家
ほ
后
議
の
大
前
提
。

家
か
ら
あ
ま
り
遠
く
な
い
と
こ
ろ
で
信

頼
で
き
る
家
庭
医
を
探
し
、
家
族
の
医

療
相
談
が
で
き
る
よ
う
な
人
間
関
係
を

ふ
だ
ん
か
ら
作
つ
で
あ
く
こ
と
が
大
切

内
に
ト

v

。

40 
歳
か
10ら

品2
?長
16週
自問

人
口
の
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
循

凍
山
市
疾
患
を
は
じ
め
と
す
る
慢
性
疾
患

や
、
ガ
ン
患
者
の
増
加
ち
の
問
題
が
一

肝
が
大
さ
れ
る
ご
と
が
予
想
さ
れ
て
お

り
、
健
や
か
な
老
後
を
実
現
す
る
た
め

に
も
保
健
対
策
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
閣
に
お
い
て
も

保
健
事
業
に
よ
る
健
宗
づ
く
り
を
国
民

運
動
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
健
康
週
間
を
定
め
ま
し
た
。

長
浜
町
で
は
、
こ
の
期
間
中
子
宮
ガ

ン
検
診
を
、
十
月
十
五
日
豊
茂
公
民
館
、

十
月
十
六
日
長
浜
町
体
育
館
で
実
施
し

ま
す
。
検
診
を
受
け
ど
下
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
年
間
保
健
事
業
副
画
に
よ

り
各
種
の
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

病
気
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大

切
で
す
。
四
十
才
以
上
に
な
っ
た
ら
、

積
極
的
に
一
年
に
一
回
は
健
康
診
査
を

受
け
、
自
常
の
健
康
管
理
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
〉
7
0

今
月
の
日
曜
当
直
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
十
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
診
療
は
救
急
患

者
の
方
だ
け
で
す
。

。
日
月

5
日
七
村
病
院
訟
⑫
0
2
7
5

@
叩
月
刊
日
清
水
医
院
位
⑫
2
8
8
3

0
日
月
日

υ
米
川
医
院
宮
⑫
0
1
6
5

0
M
片
山
日
岡
田
医
院
宮
⑪
0
6
3
9

0
日
月
目
白
菊
地
医
院
宮
@
0
2
0
9

三
種
混
合
予
防
接
種
…

o
m月
別

日

町

体

育

館

午

後

1
時

1
1
時
別
分
対
象
は
満
二
歳
か
ら
四

歳
ま
で
の
幼
児
三
回
接
種
。
三
一
回
完
了

後
、
一
年
;
一
年
半
の
聞
に
一
回
接
種
。

…

乳

児

鍵

診

…

o
m月
8
日

間

体

育

館

午

後

1
時

1
2
時
対
象
は
昭
和
船
年
日
月
、
昭

和
日
年
2
月、
5
月
生
ま
れ
の
チ
供
さ
ん
。

…
結
核
・
成
人
病
検
診
…

0
日
月
3
日

町

体

育

飢

午

前

9
時

叩
分

1
日
時
出
八
刀
、
午
時
1
時

1
3
時

対
象
は
長
浜
地
区
〈

…
子
宮
、
力
ン
検
診
…

O
刊

月

日

日

豊

茂

公

民

館

午

後
1

時
1

2
時
対
象
は
豊
茂
地
区
。

。

日

月

日

日

町

体

育

館

午

後

1
時

1

2
時
対
泉
は
長
浜
地
区
。

…
不
用
犬
買
い
上
げ
日
…

O
M
月
出
日
各
連
結
所
午
前
9
時
ま

で
。
本
庁
午
前
日
時
ま
で
。
買
い
上
げ

料
金
は
一
顕
五
百
円
一
戸
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一一一
婦
人
の
健
康
管
理

i
自
滝
婦
人
学
級
E
E

幽幽一

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

ア
ー
チ
完
成
祝
い

1
由
滝
う
ら
盆
ま
つ
り

i

九
月
四
日
、
白

滝
公
民
館
で

N
T

T
伊
予
長
浜
電
報

電
話
局
(
渋
川
誠

郎
局
長
)
の
支
援

を
受
け
て
婦
人
学

級
を
開
催
。

N
T

T
松
山
逓
信
病
院

産
婦
人
科
部
長
の

今
井
洋
子
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
て

「
婦
人
の
健
康
管

理
」
と
題
し
た
講

演
に
九
十
六
人
の

婦
人
が
参
加
し
て

学
習
し
た
。

J口口口口口口口口口口口口口口口
び盛踊人三
てんりが寸A

いなを白干重
た拍披慢El ，.._，溝芸のタベ~
。手露のに
をし声三ど琴大詩踊オカ的芸べ
浴、や十約な正吟り、ケ;ラ l三、が九

巴巴巴 匂ー開月

人か七
一れ日
趣
E未高勺町一
運百体
動五育
を十館
展人で
聞が第
す観九
る賞凶
こ o ~員

と一芸
を人の
目タ

一人一芸を披露

八
月
一
一
十
凶
日
白
滝
で
う
ら
八
五
ま
つ
り
が
聞
か
れ
、
白
滝

商
庖
街
の
カ
ラ

l
舗
装
と
ア
ー
チ
完
成
を
祝
っ
て
盆
踊
り
や

カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
行
わ
れ
た
。
白
滝
の
嘗
川
一
孝
さ
ん
が
手

作
り
の
嶋
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
児
玉
ク
ミ
子
さ
ん
が
踊
り
の

振
り
付
け
を
し
て
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、
モ
チ
、
宝
ま
き
な

ど
も
行
わ
れ
た
。

… ー圏盟盟盟国E

u 
」与{h:eO
口

口

口

口

口口口口口口口口口口口口口口口仁

仁
久
の
佐
枝
博

さ
ん
(
七
五
)
は
、

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い

や
草
刈
り
を
毎
朝

続
け
て
、
近
所
の

人
の
評
判
に
な
っ

て
い
る
。
あ
ま
り

に
も
多
い
ゴ
ミ
が

あ
っ
た
の
が
キ
y

カ
ケ
で
、
朝
六
時

半
ご
ろ
か
ら
一
時

間
く
ら
い
健
康
守
つ

く
り
も
兼
ね
、
ゴ

ミ
袋
を
片
手
に
二

年
間
奉
仕
活
動
を

続
け
て
い
る
。

ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
奉
仕

ー
仁
久
の
住
枝
さ
ん

i

上

田

喜

三

郎

山
越
え
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

買
い
つ
け
た
ハ
ゼ
の
実
が
馬
車

に
つ
ま
れ
て
工
場
に
つ
い
た
時

は
な
ん
と
も
言
え
な
い
気
持
だ

っ
た
と
い
う
。

昭
和
七
年
、
三
十
八
歳
で
白

分
の
工
場
を
設
立
し
、
一
本
立

ち
し
た
。
そ
の
後
順
調
に
事
業

が
進
ん
だ
が
、
太
平
洋
戦
争
後

は
事
情
が
一
変
、
ハ
ゼ
の
木
の
あ
っ
た

所
は
ミ
カ
ン
山
に
変
わ
り
、
危
険
な
ハ

ゼ
の
実
採
り
を
す
る
人
が
な
く
な
っ
た
。

上
田
は
、
持
前
の
ね
ば
り
か
ら
自
ら

九
州
ま
で
出
か
け
て
、
原
料
の
買
い
付

け
に
奔
走
し
、
出
来
た
商
品
を
東
京
、

大
阪
へ
出
荷
す
る
た
め
に
努
力
し
、
浮

き
沈
み
の
激
し
い
業
界
に
残
れ
た
の
で

あ
る
。

明
治
二
十
七
年
(
一
八

1

九
四
)
一
月
二
日
、
上
田

へ
一
関
〕
重
治
郎
と
キ
ク
の
三
男
と

パ
K
て

し

て

、

喜

多

灘

村

に

生

ま

吋
れ
た
上
田
喜
三
郎
が
、
木
磁
の
世
界

叫
に
は
い
っ
た
の
は
、
大
正
六
年
二

ω

九
一
七
)
軍
隊
を
満
期
除
隊
に
な
っ

同
た
二
十
」
一
歳
の
時
で
あ
る
。

何
明
治
末
期
、
九
州
で
ガ
ソ
リ
ン
を

ぬ
噌
用
し
た
抽
出
方
法
が
発
明
さ
れ
、

ω

櫨
の
実
か
ら
ろ
う
質
分
を
ほ
と
ん
ど

加
と
り
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
新

叩
式
抽
出
器
を
発
明
し
た
熊
本
の
山
本

町
某
と
喜
一
二
郎
の
オ
ジ
・
久
保
凹
秋
太

ω

郎
が
、
共
同
で
大
正
二
年
(
一
九
一

…
一
三
、
本
県
で
初
め
て
新
鋭
機
を
使

ゆ
っ
た
木
蝋
会
社
を
始
め
た
。
当
然
の

む
よ
う
に
上
田
も
オ
ジ
の
家
業
を
手
伝

明
う
こ
と
に
な
っ
た
。
木
蝋
と
の
縁
の

ω

始
ま
り
で
あ
る
。

問
木
蝋
の
原
料
櫨
の
実
は
山
間
へ
き

問
地
に
あ
る
。
戦
前
戦
時
中
は
ほ
と
ん

w

ど
県
内
で
確
保
出
来
た
。
し
か
し
、

時
そ
の
買
付
け
し
だ
い
で
会
社
の
命
運

m

が
決
ま
る
。
こ
れ
を
一
子
に
引
き
受

叩
け
た
の
が
上
田
喜
三
郎
、
郡
内
は
も

別
ち
ろ
ん
、
遠
く
南
宇
和
郡
ま
で
、
ハ

ω

ゼ
の
実
が
あ
る
と
聞
け
ば
自
転
車
で

凶
走
り
回
っ
た
。
自
転
車
を
か
つ
い
で

こ
の
道
六
十
九
年
の
上
田
喜
三
郎
は

言
う
「
滑
っ
た
り
、
転
ん
だ
り
の
人
生

で
し
た
が
、
今
ま
で
苦
し
か
っ
た
時
は

あ
り
ま
せ
ん
。
人
生
は
あ
く
せ
く
し
て

も
始
ま
ら
ん
。
安
け
れ
ば
安
い
な
り
に

物
は
売
れ
て
い
く
。
趣
味
は
仕
事
、
仕

事
の
鬼
で
す
ら
い
己

木
械
に
生
命
を
燃
焼
し
た
上
田
喜
三

郎
は
、
愛
媛
県
に
唯
一
箇
所
し
か
な
い

有
限
会
社
喜
多
製
蝋
所
を
二
代
目
上
国

重
喜
社
長
に
ゆ
ず
り
、
昭
和
六
十
年
十

一
月
九
日
、
九
十
二
歳
で
没
し
た
。

仙
寿
院
大
法
禅
喜
居
士

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

久
保
七
郎
)

。
。
。
。
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表
彰
卒
業
率

石

田

政

雄

さ

ん

二
宮
重
憲
さ
ん

増
田
典
一
郎
さ
ん

徳

山

幸

男

さ

ん

永
年
勤
続
農
業
委
員

八
月
二
十
七
日
、
愛
媛
県
民
文
化
会

館
で
、
構
造
政
策
推
進
愛
媛
県
下
農
業

委
員
代
表
者
集
会
が
聞
か
れ
、
永
年
勤

続
農
業
委
員
と
し
て
、
次
の
方
々
が
赤

松
泰
愛
媛
県
農
業
会
議
会
長
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

石
田
政
雄
(
須
沢
)
二
宮
重
憲
(
穂

積
)
増
田
典
一
郎
(
櫛
生
)
徳
山
幸
男

(
柴
)
福
本
剛
く
ん
が
入
賞

「
え
ひ
め
の
海
」
絵
画

園田圃盟国表彰@スポーツ。募集

「
海
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開

催
を
記
念
し
て
、
県
内
の
小
・
中
学
生

か
ら
「
え
ひ
め
の
海
」
を
テ
1

マ
に
詩

絵
画
を
募
集
、
本
町
か
ら
出
品
し
た
豊

茂
小
一
年
の
福
本
剛
く
ん
の
作
品
が
入

賞
し
ま
し
た
。

囲
碁
A
韻
で

大
平
貞
諒
さ
ん
が
優
勝

第
位
田
覇
基
将
棋
大
会

八
月
十
四
日
、
町
体
育
館
で
第
四
十

二
回
囲
碁
将
棋
大
会
が
聞
か
れ
、
三
十

四
人
が
参
加
し
て

A
級
(
二
段
以
上
)
、

B
級
(
初
段
以
下
)
に
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
通
り
。

一
凶
碁
}

A
級
①
大
平
貞
諒
(
長
浜
)

②
上
川
金
恵
(
櫛
生
)
③
大
野
豊
(
長

一
生
マ

B
級
①
金
平
範
足
(
仁
久
)
②

石
川
仁
(
大
洲
市
)
③
清
水
喜
久
次
(

柴
)
{
将
碁
}

A
級
①
松
浦
博
(
宇
和

島
市
)
②
大
隅
一
止
司
(
八
幡
浜
市
)
③

船
越
重
五
郎
(
大
洲
市
)
マ

B
級
①
都

築
幸
一
一
(
ド
須
戒
)
②
石
旧
熊
八
(
黒

町
)
③
坂
本
憲
一
(
長
浜
)

カ
ラ
オ
ケ
で
盛
大
に

八
月
一
一
十
四

H
白
滝
駅
前
で
う
ら
盆

ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
カ
ラ
オ
ケ
大
会

が
聞
か
れ
、
一
一
十
凹
人
が
参
加
、
次
の

方
々
が
入
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
つ
く

り
も
の
の
展
示
も
行
わ
れ
、
入
賞
者
は

次
の
通
り
。

一
カ
ラ
オ
ケ
大
会
一
優
勝
菊
地
美
恵

(
大
洲
)
マ
二
位
谷
井
数
士
口
(
大
洲
)

マ
三
位
山
田
金
盛
(
長
浜
)
マ
町
長

賞
、
永
木
謙
士
口
(
白
滝
)
マ
白
滝
商
工

観
光
連
盟
会
長
賞
二
宮
康
俊
(
大
洲
)

マ
町
商
工
会
長
賞
岡
野
フ
ミ
子
(
大

洲
)
マ
町
観
光
協
会
長
賞
上
回
友
則

(
大
洲
)

{
つ
く
り
も
の
一
町
長
賞
玉
井
石
材

庖
マ
町
観
光
協
会
長
賞
峰
勝
義
マ
町

商
工
会
長
賞
嘗
川
一
孝
マ
白
、
滝
商
工

観
光
連
盟
会
長
賞
佐
野
順
-
マ
愛
媛

新
聞
社
賞
大
成
善
重
マ
日
町
新
愛
媛

賞
日
野
幸
只
マ
公
民
館
長
賞
泉
伯

沖
井
く
ん
ら
優
勝

団
体
は
長
浜
一

子
棋
相
撲
大
会

第
九
因
子
供
相
撲
大
会
が
九
月
五
日

長
浜
中
学
校
相
撲
場
で
開
か
れ
、
町
内

の
小
、
中
学
校
か
ら
百
二
十
人
が
参
加

し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

個
人
戦
、
団
体
戦
の
成
績
は
次
の
通

町長賞に輝いた玉井石材底のタンカー

個
人
戦
一
一
小
学
三
年
一
①
沖
井
泰

樹
(
長
浜
)
②
小
西
俊
徳
(
長
浜
)
③

下
坂
貴
夫
(
櫛
生
)
{
小
学
四
年
一
①
山

崎
宏
之
(
長
浜
)
②
松
栄
賢
司
(
長
浜
)

③
鎌
田
兼
蔵
(
白
滝
)
一
小
学
五
年
一
①

小
西
智
也
(
出
海
)
②
竹
内
義
明
(
戒

川
)
③
岩
田
正
己
(
白
滝
)
一
小
学
六
年
]

①
渡
壁
紀
行
(
長
浜
)
②
明
智
太
志
(

長
浜
)
③
山
中
誠
弘
(
柴
)
{
中
学
一
年
一

①
戎
令
②
成
橋
健
也
③
次
家
洋
明
一
中

学
二
年
一
①
後
藤
武
志
②
渚
上
幸
治
③

河
地
宏
一
中
学
三
年
}
①
清
水
秀
官
一
②

下
坂
秀
幸
③
桝
田
敏
成

一
団
体
戦
一
①
長
浜
1

(
沖
井
、
絵
栄
、

菊
地
、
二
神
、
渡
壁
)
②
柴
(
岡
花
、

徳
山
、
中
嶋
、
徳
山
、
山
中
)
③
長
浜

2
(
亀
岡
、
山
崎
、
山
本
、
水
本
、
明

智
)

ソ
フ
ト

1
部
ソ
フ
ト

2
部

豊
茂
、
大
和
が
優
勝

第
沼
田
町
民
体
育
祭

八
月
十
七
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
主
会
場
に
、
七
十
一
チ
l
ム、

六
百
四
十
人
が
参
加
し
て
第
二
十
二
回

町
民
体
育
祭
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
。

男
子
一
{
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
一
部
一

1
凶
戦

出
海
3

2

長
浜
、
豊
茂
日

2
白
滝

戒
川
日
!
日
黒
田
、
今
坊
口
1

1
柴
マ

2
回

戦

出

海

6

5

沖
浦
マ
準
決
勝

今
坊
ロ

l
H
戒
川
、
豊
茂
町
|

2
出
海

マ
決
勝
豊
茂
叩
|

6
今
坊
{
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
二
部
一

1
回
戦
大
和
日
|

O

豊
茂
、
戒
川
8
1
0
長
浜
B
、
沖
浦
日

9
白
滝
、
長
浜
A
叩
|
9
柴
マ

2
回

戦

沖

浦

8

6

櫛
生
、
犬
和
日

1
3

今
坊
マ
準
決
勝
大
和
6
1
2
戒
川
、

沖
浦
口
|

2
長
浜
A
マ
決
勝
大
和
日

|

O
沖
浦
一
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一
部
}

A

ゾ
l
ン
①
白
滝
3
勝
②
櫛
生
2
勝
1
敗

③
柴
1
勝
2
敗
④
黒
田
4
敗
マ

B
ゾ
ー

ン
①
大
和
3
勝
②
沖
浦
2
勝
1
敗
③
A7

坊
1
勝
2
敗
④
豊
茂
4
敗
マ
決
勝
リ
ー

グ

臼

滝

2
1
0
沖
浦
、
大
和
2

1

櫛
生
マ
決
勝
白
滝
2
1
0
大
和
一
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
二
部
}

A
ゾ
l
ン
①
櫛
生

2
勝
②
豊
茂
1
勝
1
敗
③
出
海
2
敗
マ

B
ゾ
l
ン
①
A7
坊
2
勝
②
大
和
1
勝
1

敗
③
白
滝
2
敗
マ
決
勝
リ

i
グ

櫛

生

2

0

大
和
、
豊
茂
2
1
1
A
7
坊
マ
決

勝

櫛

生

2

0

豊
茂
一
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
]

A
ゾ
l
ン
①
豊
茂
3
勝
②
A7

坊
2
勝
1
敗
③
大
和
1
勝
2
敗
④
柴
3

敗
マ

B
ゾ

i
ン
①
長
浜
2
勝
②
沖
浦
1

勝
1
敗
③
戒
川
2
敗
マ

C
ゾ
l
ン
①
櫛

生
2
勝
②
出
海
1
勝
1
敗
③
白
滝
2
敗

マ
決
勝
リ

l
グ
①
長
浜
2
勝
②
櫛
生
1

勝
1
敗
③
豊
茂
2
敗
{
ク
口
ッ
ケ
I
一

般
}

A
ゾ

i
ン
①
長
浜
A

2
勝
1
敗
②

今
坊
2
勝
1
敗
③
黒
田
1
勝
2
敗
④
沖

浦
A

1
勝
2
敗
マ

B
ゾ
l
ン
①
大
和
2

勝
1
敗
②
沖
浦
B
2
勝
1
敗
③
長
浜
B

1
勝
1
敗
1
分
④
今
坊
B
3
敗
マ

C
ゾ

i
ン
①
沖
浦
C
3
勝
②
戒
川
2
勝
1
敗

③
白
滝
1
勝
2
敗
④
豊
茂
3
敗
マ
決
勝

①
大
和
②
沖
浦
C
③
長
浜
A

一
ク
ロ
ッ

ケ
I
老
年
一
部
一

A
ゾ
l
ン
①
沖
浦
A

2
勝
1
敗
②
豊
茂
1
勝
1
敗
1
分
②
大

和
1
勝
1
敗
1
分
④
白
滝
1
勝
2
敗
マ

B
ゾ
l
ン
①
沖
浦
B
2
勝
1
敗
②
黒
田

2
勝
1
敗
③
戒
川
1
勝
2
敗
④
A7
坊
1

勝
2
敗
マ
決
勝
①
沖
浦
B
②
沖
浦
A
③

黒
山
一
ク
ロ
ッ
ケ
I
老
年
二
部
一

A
ゾ

ー
ン
①
長
浜
2
勝
1
敗
②
A7
坊
C

1
勝

2
分
③
今
坊
A

1
勝
1
敗
1
分
④
柴
1

分
2
敗
マ

B
ゾ

l
ン
①
豊
茂
2
勝
1
敗

②
黒
田
2
勝
1
敗
③
白
滝
1
勝
2
敗
④

今
坊
B

1
勝
2
敗
マ
決
勝
①
黒
田
②
長

浜
③
豊
茂

町
宮
住
小宅
j甫入
団居
地者

町
で
は
、
団
地
入
居
者
を
次
の
要
領

で
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
募
集
住
宅
一
小
浦
団
地
マ
一
種
四

戸
(
三
棟
六
号
、
四
棟
四
号
、
五
号
、

六
号
)
マ
二
種
二
戸
(
六
棟
四

O
四
号
、

四
O
五
号
)

{
募
集
期
間
一
日
月
日
日

1
叩
月
白
日

{
入
居
時
期
}
日
月
日
日

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
財
政
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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昭和61年10月号

ゑ
務
中
f

長
選
藤多奪，

(お岸本印刷

本
出
金
出
出
石
寺
大
詰

大
師
堂
完
成
を
記
念時
月
幻
自

i
泣
自

薄暗

印刷

昭
和
五
十
九
年
十
月
に
着
工
し
た
別

格
本
山
金
山
出
石
寺
の
大
師
堂
が
こ
の

た
び
完
成
し
、
そ
れ
を
記
念
し
て
十
月

二
十
一
日
と
二
十
二
日
の
両
日
、
「
庭
儀

理
趣
三
昧
」
の
大
法
要
が
行
わ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
記
念
式
典
、
も
ち
ま
き
、
豊

茂
保
育
所
、
日
土
東
保
育
所
の
園
児
た

ち
に
よ
る
稚
児
行
列
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す。

昭和61年10月1日発行(毎月 1日発行)

ま
た
、
出
石
寺
・
大
師
堂
改
築
後
援

会
で
は
大
師
堂
完
成
を
記
念
し
て
、
「
弘

法
大
師
御
真
蹟
」
「
神
山
院
家
御
梁
筆
」

「
大
師
堂
全
景
」
の
三
種
類
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
テ
レ
ホ
ン
カ

l
ド
を
発
売
し
ま
す
。

l l違法!
lJ2脅会
;員改革主

iAi縛ゴ;
i畠石口ア

広報ながはま

大師堂完成を記念して発売されるテレホンカード

よも覇
、ョ:1'

h ・1 可tI n 11 
~己己孟品ー』

ザ喜
一同 ⑦賢官テしホンカード50

電
気
器
具
の
コ
ー
ド
・
プ
ラ
グ
は

だ
い
じ
よ
う
ぶ
で
し
ょ
う
か

コ
ー
ド
や
コ
ン
セ
ン
ト
、
プ
ラ

グ
な
ど
を
い
た
ん
だ
ま
ま
お
使
い

に
な
り
ま
す
と
、
感
電
し
た
り
火

災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
安
全
な

も
の
に
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

(
四
国
電
力
)

寄
付
課
納

O
長
浜
の
清
水
一
徳
さ
ん
:
身
長
計
一

台
を
青
島
診
療
所
へ
。

。
長
浜
の
堤
仁
三
さ
ん
・
-

E

体
育
施
設
照

明
料
と
し
て
現
金
八
千
円
を
町
へ
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

8
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

A
7

坊

中

甫

沖

浦
上
老
松

長

浜
穂

積

上
老
松

保
護
者
氏
名

後

藤

直

樹

鎌

田

房

明

池

田

斉

細

川

正

邦

藤

淵

洋

司

宇
都
宮
春
樹

畑

山

隆

一

続

柄

児

名

長

男

彰

長

男

雄

貴

二

男

亮

也

二

女

美

那

長

男

洋

介

二
一
男
慶
晃

長
女
亜
由
美

お
く
や
みg
R届
出
分
(
敬
称
略
)

氏

名

死

亡

年

齢

武
田
ス
ギ
ヱ
(
七
六
)

西
崎
ハ
マ
ヨ
(
八

O
)

山

口

頼

衛

(

七

四

)

松
田
カ
ツ
マ
(
七
八
)

坂

本

圏

治

(

七

七

)

上
川
ツ
ヤ
ノ
(
八
九
)

宮

本

政

重

(

七

六

)

二

宮

留

夫

(

五

九

)

戎

忠

男

(

六

七

)

森

谷

鈴

子

(

八

二

)

住

所

長

浜
長

浜柴
豊

茂

A
7

坊

長

浜

大

越
長

浜

長

浜

長

浜

B 

3 
3 
Z 
3 
3 
Z 
2 
2 
3 
5 

庭先の草むらに虫がすだきも

一日の疲れを慰めてくれる o ; 

里子山は秋色がみなぎり、稔り 3
の秋・スポ ツの秋・読書の》

秋を満喫する。 も

ト五年前デピ、ユーした森昌;

子が森進ーと結婚し、歌手の《

星が一つ消えたが歌声が懐か予

ししミ。今日も結婚式が行われギ
ヮ

，る好季節で夢はふくらむ。森弘

昌チのテ、ピ、ユ曲「先生」に;

師弟の粋の深さを感じるが、 も

今の教育界はどうなっている t
のだろうか。いじめ・壬査干;支持主む

丙・暴力事件・自殺等日を覆》

いたくなる袖振り合うも他{

生の縁」人は個人の意志を越 5
えん ツ'.

えHに見えぬ車蒙で結ばれていも
る。師弟・夫婦・友人・隣人》

は勿論、上司や同僚も縁あっぜ
きす伝

て日に見えぬ紳で結ばれてい目

る事を忘れてはならない o 縁{

結びは結婚式の占有ではない cも

毎日いそしむ仕事も、読書と》

の出逢いも、スポ-'/の魅力{
制

も縁で結ばれての事、その-fr f十-十一一一」一一一一一十一一←←←←~一

つ一つの出合いを大切にする引縛聴問嗣閉 おとー
ことだ o 長浜をふる里に町民~ 1 (輔自 醐主主 NTTを結ぶ
は結ばれ、助け合い、励ましれ司、臨J コー十一オレンジカ
合い協力し合ぃ、家庭生中二 ij v ウンター

趣味に仕事に励む時生きかいも] お客機から NTTに対するご意

が生まれる。時局は円両・経'~ { $ } 見、ご要望をお待ちしています。
済・教育・貿易等の問題が山~ 1 お気軽に、電報電話局へお立ち寄
積する昨今、町民一丸となりも( りください。

f主みよい回丁づ、くりをしよう。 1
I NTT伊予長浜電報電話局116番

側
編
集
後
記
鰯

任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
が
九
月

十
六
日
に
執
行
さ
れ
、
新
町
長
に
三
十

二
歳
の
青
年
首
長
西
田
洋
一
さ
ん
が
決

ま
り
ま
し
た
。
過
疎
化
が
進
む
我
が
長

浜
町
に
と
っ
て
、
青
年
首
長
の
誕
生
は

若
さ
と
行
動
力
で
も
っ
て
、
人
口
減
少

に
歯
ど
め
を
か
け
、
楽
し
く
住
み
よ
い

町
ゃ
つ
く
り
に
希
望
が
持
て
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
も
目
の
前
に
き
て
い
ま

す
。
み
ん
な
で
英
知
を
出
し
合
っ
て
、

我
々
の
子
孫
が
「
長
浜
町
に
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
な
」
と
思
え
る
よ
う
な
町
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
本
紙
八
月
号
町
職
員
録
の

中
で
、
教
育
課
指
導
員
鎌
田
カ
ツ
ヨ

と
あ
る
の
は
鎌
田
リ
ヨ
コ
の
誤
り
で
し

た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
(
わ
)

数

人口をふやしましょう

9月 1日現在 前月との比較

12，023ノ¥ 19人減
人 口 (男 5.661人)

女 6，362人 12人減

世帯数 3，815世帯 6世帯減

帯世口人


